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験に使用した Hayward と ZESY002 の２品種および、計測装置やデータ解析方法につ
いて述べている。第３章では、収穫期を決定するために成熟段階の Hayward に着目
し、キウイフルーツの SSC を蛍光反応でモニタリングした。励起蛍光マトリックス
（EEM）を測定した結果、成長段階の SSC と相関の高い２つの蛍光領域、領域 A
（300〜400 nm 励起／400〜600 nm 蛍光）と領域 B（370〜700 nm 励起／660 および
750 nm の蛍光）が確認された。PLSR（部分最小二乗回帰）を使って解析したとこ
ろ、370 nm で励起した際の、400 から 600 nm の発光が選択され、RMSE（二乗平均平
方誤差）0.65％、相関係数 0.87 を得た。この知見を元にして蛍光画像および可視画像
を取得するために、370 nm に中心波長をもつ紫外 LED と白色 LED、ならびに可視カ
メラを用いたダブルライティングイメージング装置を構築し、そこから得た色とテク
スチャの特徴量を組み合わせた SSC 推定モデルを構築した。このモデルの RMSE は
0.39％で、決定係数は 0.94 となった。 
第４章では、成熟期の ZESY002 に着目した。ここでは第３章の実験と同様に EEM
から領域 A（280～400 nm の励起／400～600 nm 蛍光）および、領域 B（350～700 nm
励起／660 および 750 nm の 2 つの蛍光）が観察された。EEM データに基づく PLSR
による解析から、SSC および果肉の色相の推定には、360～370 nm の光で励起し、400
～600 nm の蛍光を検出することが有効であることを見出した。このときの SSC 推定
において、RMSE、0.81％、決定係数 0.96 を、果肉の色相の推定では RMSE、0.0064
％、決定係数 0.97 の精度を得た。さらに、ダブルライティングシステムを用いて果実
表面のカラー画像および蛍光画像から SSC と果肉の色相予測モデルを個別に作成した
ところ、SSC の RMSE は 0.76％、決定係数は 0.97 に、果肉色相予測モデルの RMSE
は 0.009％、決定係数は 0.94 となった。これらの手法で得られる評価値を Harvest 
index と定義し、キウイフルーツの成熟状態を非破壊的に監視することを提案した。 
第５章では、収穫後の保存期間中における Hayward の SSC のモニタリングを行っ
た。このとき、貯蔵温度の異なる環境（4℃と 24℃）の２区を用意し、追熟速度の異
なる環境で実験を行った。EEM データより、領域 A（280～400 nm 励起／400～600 
nm 蛍光）および領域 B（350～700 nm 励起／660～750 nm 蛍光）を見出した。蛍光強
度の時間変化から葉緑素と関連すると考えられる領域 B の蛍光変化は、両実験区で追
熟中の SSC の変化と高い相関性を示したため、PLSR を用いて SSC の推定モデルを構
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築した。このモデルをそれぞれの実験区で評価したところ、４℃処理では RMSE、
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1. ２種類の品種（Hayward と ZESY002）について、成熟過程の蛍光特性を取得
し、両品種で SSC の増加と共に２つの領域（領域 A：280～400 nm 励起／400～
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